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 気象庁では、平成 8 年度より、数値モデル
による地球温暖化の予測結果を「地球温暖化
予測情報」として数年おきに公表している。




象庁, 2017）（以下、「第 9 巻」とする）を公
表した。 


































（詳細は「第 9 巻」【資料 3】）。 
将来変化量は、将来気候の 20 年平均値を
4 メンバーで平均した値と現在気候の 20 年
平均値の差とし、将来変化率は現在気候 20
年平均値に対する将来変化量の比として示
した。地域別の解析については、第 1 図の 7
つの領域区分ごとに計算を実施し、年々変動






3.1  気温要素 
 まず、第 2 図に年平均気温の将来変化を示 
 




















±1.6 日に対し、RCP8.5 シナリオの下では 
19.1±5.2 日と予測される（図略）。 
 
3.2  降水要素 
















で、RCP2.6 シナリオの方が RCP8.5 シナリ 
オよりも増加率の大きい領域が見られる。 
 次に、短時間強雨の頻度の予測の一例とし



































第 4図  RCP2.6 シナリオ及び RCP8.5 シナリオに基づく 1時間降水量 50mm の発生回数の将来変化の予測 
(a)：各地域における 1 時間降水量 50mm の現在気候及び将来気候の発生回数［単位：回／地点］。棒グラフは発
生回数、細い縦線は年々変動の幅（左：現在気候、右：将来気候）。統計的に有意に増加する領域は、その領域
名を青のハッチで示している。 















































第 5図 非静力学領域気候モデルと全球大気モデルの年降水量の比較（1メンバー（c0）） 
(a)：非静力学領域気候モデル（MHRCM05：水平解像度 5km）の年降水量の将来変化率［単位：％］。現在気候：
1980～1999 年、将来気候：2076～2095 年。 
(b)：全球大気モデル（MRI-AGCM3.2：水平解像度 20km）の年降水量の将来変化量［単位：mm/日］。現在気候：1979
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